
崔
健
歌
集
（
抄
）

弓
削
俊
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
崔
健
に
つ
い
て

　
崔
健
の
歌
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
鮮
烈
な
メ
ッ
セ
…
ジ
性
で
あ
る
。
「
虚
偽
」
「
奇
怪
」
「
空
虚
」
な
ど
を
キ
イ
ワ
ー
ド

と
し
て
用
い
つ
つ
、
崔
健
は
、
時
代
の
閉
塞
状
況
を
歌
い
、
権
力
者
た
ち
を
嘲
る
。

あ
の
日
あ
ん
た
は
赤
い
布
で

お
れ
の
両
目
と
天
を
覆
い

お
れ
に
尋
ね
た
　
　
「
何
が
見
え
る
？
」

お
れ
は
答
え
た
　
　
「
し
あ
わ
せ
さ
！
」

あ
ん
た
が
見
え
な
い
　
道
も
見
え
な
い

お
れ
の
両
手
を
押
さ
え
つ
け

あ
ん
た
は
尋
ね
た
　
「
な
に
考
え
て
ん
だ
？
」

お
れ
は
答
え
た
　
「
あ
ん
た
の
奴
隷
に
な
る
こ
と
さ
！
」

（
「ﾔ
い
布
」
）

　
崔
健
（
ツ
イ
・
チ
エ
ン
）
。
一
九
六
一
年
、
北
京
生
ま
れ
。
朝
鮮
族
。
「
中
国
芸
術
界
の
新
人
類
」
「
中
国
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
、
中
国
で
最
も
有
名
、
最
も
過
激
な
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。

　
崔
健
歌
集
（
抄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九



↓
八
○

　
十
四
歳
の
時
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
始
め
、
高
校
を
卒
業
後
、
北
京
交
響
楽
団
へ
入
団
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
と
し
て
演
奏
活
動

を
行
う
か
た
わ
ら
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
ギ
タ
ー
も
弾
き
始
め
る
。

　
八
六
年
、
ア
ル
バ
ム
『
浪
子
帰
』
を
自
費
出
版
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
続
い
て
発
表
し

た
曲
「
今
は
、
何
も
な
い
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、
新
し
い
世
代
の
代
弁
者
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
「
新
し
い
長
征
に
向
か
う
ロ
ッ

ク
」
も
話
題
に
な
る
が
、
詞
の
内
容
が
共
産
党
指
導
部
の
不
興
を
買
い
、
北
京
交
響
楽
団
を
除
名
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
欧
米
人
を
混
じ
え
た
バ
ン
ド
「
A
D
O
」
を
結
成
し
、
本
格
的
な
ロ
ッ
ク
活
動
を
始
め
、
八
九
年
、
ア
ル
バ
ム
『
新
し
い
長

征
に
向
か
う
ロ
ッ
ク
』
を
発
表
。
同
ア
ル
バ
ム
所
収
の
「
今
は
、
何
も
な
い
」
「
オ
レ
は
知
っ
て
い
る
」
な
ど
の
曲
は
、
民
・
王
化
運
動
の

際
、
天
安
門
広
場
に
集
ま
る
学
生
た
ち
の
愛
唱
歌
だ
っ
た
。

　
天
安
門
事
件
後
、
A
D
O
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
る
も
の
の
、
「
今
は
、
何
も
な
い
し
「
オ
レ
は
知
っ
て
い
る
」
は
事
件
の
記
録
集
に
収

め
ら
れ
、
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
。
ま
も
な
く
日
本
入
一
人
を
含
む
新
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
活
動
を
再
開
。
九
〇
年
二
月
に
は
、
「
従
頭
再
来

（
最
初
か
ら
や
り
直
そ
う
ぜ
）
」
と
題
し
た
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
北
京
で
開
き
、
一
万
五
千
人
を
集
め
る
。
収
益
金
の
殆
ど
を
ア
ジ
ア
大

会
の
た
め
に
寄
付
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
抗
議
し
、
「
オ
レ
は
文
字
ど
お
り
の
”
一
再
所
有
（
何
も
な
い
）
”
だ
」
と
発
言
、
当
局
の
怒
り
を

買
う
。
こ
れ
以
後
、
彼
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
何
の
予
告
も
な
く
、
突
然
中
止
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　
九
一
年
、
ア
ル
バ
ム
『
解
決
』
を
発
表
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
赤
い
布
」
の
ほ
か
、
天
安
門
事
件
の
犠
牲
者
へ
の

挽
歌
「
最
後
の
一
撃
」
、
中
国
を
支
配
す
る
老
人
た
ち
を
嘲
笑
す
る
「
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
」
、
さ
ら
に
共
産
党
政
権
を
讃
え
る
革
命
歌
「
南

泥
流
」
を
わ
ざ
わ
ざ
収
録
す
る
な
ど
、
調
刺
と
挑
発
に
富
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
当
局
は
、
「
最
後
の
一
撃
」
「
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
」
の
詞
を
、

歌
詞
カ
ー
ド
か
ら
削
除
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
報
復
し
た
。

　
同
年
春
、
赤
い
目
隠
し
を
し
て
、
「
赤
い
布
」
を
歌
う
崔
健
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
T
シ
ャ
ツ
が
、
自
由
市
場
で
売
り
出
さ
れ
、
大
い
に
売
れ



る
。
現
体
制
へ
の
皮
肉
を
こ
め
た
こ
の
T
シ
ャ
ツ
は
、
た
と
え
ば
八
九
年
民
主
化
運
動
の
参
加
者
に
と
っ
て
、

託
せ
る
「
ナ
イ
フ
」
と
な
っ
た
。

　
同
年
夏
、
「
体
制
批
判
の
T
シ
ャ
ツ
　
当
局
が
販
売
禁
止
」
（
六
月
＝
二
日
付
朝
日
新
聞
）
。

　
九
二
年
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
十
曲
を
集
め
た
『
崔
健
作
明
記
」
を
発
売
し
、
現
在
に
至
る
。

今
な
お
変
わ
ら
ぬ
思
い
を

二
、
崔
健
歌
集
（
抄
）

　
　
＝
　
塊
紅
布
」

那
天
是
休
用
一
塊
紅
布

蒙
住
我
讐
眼
也
蒙
住
了
天

休
問
我
看
見
了
什
麿

我
説
我
看
見
了
幸
福

　
「
赤
い
布
」

あ
の
日
あ
ん
た
は
赤
い
布
で

お
れ
の
両
目
と
天
を
覆
い

お
れ
に
尋
ね
た
　
　
「
何
が
見
え
る
？
」

お
れ
は
答
え
た
　
　
「
し
あ
わ
せ
さ
！
」

這
個
感
寛
眞
譲
我
餅
服

宮
譲
我
忘
悼
我
没
地
児
住

弥
問
我
還
要
去
何
方

我
説
要
上
弥
的
路

い
い
気
持
だ
ぜ

い
場
所
が
な
い
っ
て
こ
と
も
忘
れ
た
ぜ

ど
こ
へ
行
く
の
か
っ
て
？

あ
ん
た
と
い
っ
し
ょ
さ
！

崔
健
歌
集
（
抄
）

一
八
一



一
八
二

看
不
見
弥
也
看
不
見
路

我
的
手
也
被
祢
榛
住

休
問
我
在
想
什
麿

我
説
我
要
体
作
主

あ
ん
た
が
見
え
な
い
　
道
も
見
え
な
い

お
れ
の
両
手
を
押
さ
え
つ
け

あ
ん
た
は
尋
ね
た
　
　
「
な
に
考
え
て
ん
だ
？
」

お
れ
は
答
え
た
　
　
「
あ
ん
た
の
奴
隷
に
な
る
こ
と
さ
！
」

我
感
寛
．
休
不
是
鐵

却
像
鐵
一
様
　
強
和
烈

我
感
畳
　
祢
身
上
有
血

因
爲
祢
的
手
是
熱
呼
呼

あ
ん
た
は
鉄
で
は
な
い
だ
ろ
う

な
の
に
　
鉄
の
よ
う
に
堅
く
て
強
い

体
に
は
血
が
流
れ
て
る
だ
ろ
う

だ
っ
て
　
こ
ん
な
に
手
が
熱
い

這
個
感
畳
眞
譲
我
寄
服

譲
我
忘
撞
我
没
地
児
住

像
問
我
還
要
去
何
方

我
説
要
上
休
的
路

い
い
気
持
だ
ぜ

い
場
所
が
な
い
っ
て
こ
と
も
忘
れ
た
ぜ

ど
こ
へ
行
く
の
か
っ
て
？

あ
ん
た
と
い
っ
し
ょ
さ
！

我
感
畳
　
這
不
是
荒
野

却
看
不
見
這
土
地
已
纏
乾
裂

我
感
覧
　
我
要
喝
貼
水

こ
こ
は
荒
野
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど

ど
う
い
う
わ
け
か
裂
け
口
口
が
見
え
な
い

水
を
一
杯
飲
み
た
い
け
れ
ど



可
祢
的
階
將
我
的
嗜
堵
住

お
れ
の
口
は
　
あ
ん
た
の
口
が
塞
い
で
い
る

我
不
能
走
我
也
不
能
嬰

因
爲
我
身
腱
已
纏
乾
枯

我
要
永
遠
這
様
陪
伴
着
像

因
爲
我
最
知
道
弥
的
痛
苦

　
「
像
一
把
刀
子
」

紅
形
形
的
心
宮
放
着
光
輝

照
得
我
這
讐
手
紅
的
残
黒

手
中
的
吉
他
就
像
一
把
刀
子

宮
要
割
下
我
的
瞼
皮
只
剰
下
張
嚇

不
要
着
急
我
的
寳
貝

我
要
用
我
的
血
換
俸
的
涙

不
管
像
是
老
頭
子
還
是
姑
娘

我
要
剥
下
弥
的
虚
偽
看
看
眞
面

一
Hy
　
冒
Z
　
旨
Z
　
冒
Z
…
…

　
崔
健
歌
集
（
抄
）

歩
く
こ
と
も
泣
く
こ
と
も
で
き
な
い

お
れ
の
体
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
も
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
い
く
ぜ

あ
ん
た
の
痛
み
を
　
一
番
知
っ
て
い
る
の
は

お
れ
だ
か
ら

　
　
「
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
」

真
っ
赤
な
心
が
　
光
を
放
ち

俺
の
両
手
を
　
照
ら
し
て
い
る
ぜ

手
に
し
た
ギ
タ
ー
が
　
ナ
イ
フ
の
よ
う
に

面
の
皮
を
剥
ぎ
取
っ
て
　
言
葉
だ
け
を
残
す
の
さ

焦
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
　
お
ば
か
さ
ん

俺
の
血
を
　
お
ま
え
の
涙
と
換
え
て
や
る

ジ
ジ
イ
だ
ろ
う
と
　
生
娘
だ
ろ
う
と

お
ま
え
の
虚
偽
を
ひ
つ
ぺ
が
し
　
ほ
ん
と
の
姿
を
暴
い
て
や
る
ぜ

チ
ン
　
チ
ン
　
チ
ン
　
チ
ン
：
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三



「
八
四

光
禿
禿
的
刀
子
宮
放
着
光
輝

照
得
那
個
老
頭
子
露
出
悔
恨

緊
厳
着
眉
還
高
撒
着
噛

不
知
是
憤
怒
還
是
受
罪

不
要
着
急
我
的
寳
貝

我
個
天
生
就
不
是
爲
了
作
劃

我
身
子
的
権
利
像
一
把
刀
子

宮
要
牢
牢
地
播
在
這
塊
土
地

員
窯
　
旨
2
　
旨
2
　
鴇
Z
…
…

む
き
身
の
ナ
イ
フ
が
　
キ
ラ
リ
と
光
り

ジ
イ
さ
ん
た
ち
を
　
う
ろ
た
え
さ
せ
る

眉
を
し
か
め
て
　
口
を
と
が
ら
せ

怒
っ
て
る
の
か
い
　
つ
ら
い
の
か
い
？

焦
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
　
お
ば
か
さ
ん

俺
た
ち
　
生
ま
れ
な
が
ら
の
仇
じ
ゃ
な
い
ぜ

俺
の
権
利
を
　
ナ
イ
フ
の
よ
う
に

こ
の
地
に
ぶ
す
り
と
突
き
刺
そ
う

チ
ン
　
チ
ン
　
チ
ン
　
チ
ン
…
…
…

休
赤
裸
的
身
子
放
着
光
輝

照
得
弥
那
祖
宗
三
代
露
出
蓋
憶

休
張
開
了
胸
懐
祢
還
伸
出
了
手

休
説
休
要
的
就
是
我
的
先
鋭

称
在
流
涙
我
的
寳
貝

不
知
是
脆
弱
還
是
堅
強
的
美

這
時
我
的
心
就
像
↓
把
刀
子

宮
要
穿
過
休
的
嚇
去
吻
称
的
肺

お
ま
え
の
ハ
ダ
カ
が
　
ま
ぶ
し
く
光
り

ご
先
祖
様
を
　
赤
面
さ
せ
る

胸
を
は
だ
け
で
　
手
を
伸
ば
し

お
ま
え
は
求
め
る
　
俺
の
激
し
さ

泣
い
て
い
る
の
か
　
お
ば
か
さ
ん

ひ
弱
な
の
か
い
　
強
い
の
か
い
？

俺
の
心
は
　
ナ
イ
フ
の
よ
う
に

お
ま
え
の
口
を
貫
い
て
　
お
ま
え
の
肺
へ
と
口
づ
け
る



　
「
最
後
　
一
槍
」

一
穎
流
弾
打
中
我
胸
瞠

雲
那
間
往
事
湧
在
我
心
上

只
有
涙
水
没
有
悲
傷

如
果
這
是
最
後
的
一
槍

我
願
接
受
這
莫
大
的
榮
光

峨
！
　
最
後
一
槍
　
　
峨
！
最
後
一
槍

不
知
道
有
多
少
　
多
少
話
還
没
講

不
知
道
有
多
少
　
多
少
漱
樂
没
享

不
知
道
有
多
少
　
多
少
人
和
我
一
様

不
知
道
有
多
少
　
多
少
個
最
後
一
槍

安
睡
在
這
温
暖
的
土
地
上

朝
露
夕
陽
花
木
自
券
芳

峨
！
只
有
一
句
話
　
峨
！
留
在
世
界
上

　
（
音
樂
…
…
銃
聲
…
…
音
樂

不
知
道
有
多
少
　
．
多
少
話
還
没
講

不
知
道
有
多
少
　
多
少
歓
樂
没
享

不
知
道
有
多
少
　
多
少
人
和
我
一
様

崔
健
歌
集
（
抄
）

　
　
「
最
後
の
一
撃
」

一
発
の
流
れ
弾
が
　
ぼ
く
の
胸
へ
と
命
中
し
た

そ
の
と
き
心
に
浮
か
ぶ
の
は
　
懐
か
し
い
日
々

涙
は
あ
る
が
　
悲
し
み
は
な
い

こ
れ
が
最
後
の
銃
弾
な
ら
ば

こ
の
栄
光
を
喜
ん
で
受
け
よ
う

オ
ー
　
最
後
の
一
撃
　
　
オ
ー
　
最
後
の
一
撃

言
い
残
し
た
こ
と
は
数
知
れ
ず

や
り
残
し
た
喜
び
い
か
ほ
ど
か

ど
れ
だ
け
の
人
が
　
ぼ
く
の
よ
う
に

こ
の
最
後
の
「
撃
を
浴
び
た
だ
ろ
う

で
も
今
は
　
暖
か
い
土
地
で
眠
ろ
う

朝
露
タ
日
　
花
の
香
り

慎
重
　
一
言
だ
け
を
　
オ
ー
　
世
界
に
残
し
て

　
　
　
（
一
日
芯
木
：
：
：
銃
士
炉
・
：
・
：
立
目
慧
木
）

言
い
残
し
た
こ
と
は
数
知
れ
ず

や
り
残
し
た
喜
び
い
か
ほ
ど
か

ど
れ
だ
け
の
人
が
　
ぼ
く
の
よ
う
に

一
八
五



八
六

不
知
道
有
多
少
　
多
少
個
最
後
一
槍

一
穎
流
弾
打
中
我
胸
瞠

雲
那
間
往
事
湧
在
我
心
上

峨
！
最
後
一
槍
　
峨
！
最
後
一
槍

こ
の
最
後
の
一
撃
を
浴
び
た
だ
ろ
う

一
発
の
流
れ
弾
が
　
ぼ
く
の
胸
へ
と
命
中
し
た

そ
の
と
き
心
に
浮
か
ぶ
の
は
　
懐
か
し
い
日
々

オ
ー
　
最
後
の
一
撃
　
　
オ
ー
　
最
後
の
一
撃
：
…
：

　
「
新
長
征
路
上
的
揺
渡
」

聴
説
過
没
見
過
爾
萬
五
千
里

有
的
説
没
的
徹
乍
心
知
不
容
易

埋
着
頭
向
前
走
尋
技
技
自
身

走
過
來
走
過
去
没
有
根
檬
地

「
新
し
い
長
征
に
向
か
う
ロ
ッ
ク
」

聞
い
た
だ
け
で
見
た
こ
と
な
い

言
葉
だ
け
で
や
っ
て
は
い
な
い

た
だ
ひ
た
す
ら
に
　
前
進
し

行
っ
た
り
来
た
り
す
る
だ
け
で

栄
光
の
長
征
　
二
万
五
千
里

つ
ら
さ
な
ん
て
知
る
も
の
か

自
分
を
探
し
て
み
た
け
れ
ど

ぼ
く
の
根
拠
地
見
あ
た
ら
ぬ

想
什
麿
作
什
贋
是
歩
槍
和
小
米

道
理
多
絡
是
説
是
大
砲
轟
炸
機

汗
也
流
涙
也
落
心
中
不
服
氣

藏
一
藏
躾
一
躾
心
説
別
着
急

思
っ
た
こ
と
は
や
り
遂
げ
た

道
理
ば
か
り
を
言
う
だ
け
の

ア
セ
を
な
が
し
て
　
涙
ぐ
む

逃
げ
出
す
こ
と
も
　
難
し
く

あ
あ
　
あ
の
頃
の
八
路
軍

あ
あ
　
出
世
し
た
八
路
軍

こ
こ
ろ
の
中
は
不
満
だ
け

独
り
つ
ぶ
や
く
焦
る
な
よ

問
問
天
間
問
地
還
有
多
少
里

求
求
風
求
求
雨
快
離
我
遠
男

浪
よ
大
地
よ
教
え
て
お
く
れ
　
ま
だ
ど
れ
く
ら
い
行
く
べ
き
か

風
よ
雨
よ
　
お
願
い
だ
か
ら
　
早
く
ぼ
く
か
ら
離
れ
－
て
お
く
れ



山
也
多
水
也
多
分
不
清
東
西

人
也
多
階
也
多
講
不
清
道
理

連
な
る
山
々
さ
え
ぎ
る
河
で
　
ぼ
く
の
目
の
前
ま
っ
く
ら
闇
だ

人
は
多
い
が
無
駄
口
ば
か
り
　
道
理
が
何
か
は
教
え
て
く
れ
ぬ

乍
心
檬
説
急
様
倣
才
眞
正
是
自
己

乍
心
様
歌
乍
心
様
唱
這
心
中
才
得
意

一
邊
走
一
邊
想
雪
山
和
草
地

一
邊
走
一
邊
唱
領
袖
毛
主
席

何
を
言
っ
て
も
何
し
て
も

何
を
歌
い
ど
う
歌
っ
て
も

歩
き
な
が
ら
　
思
う
も
の

歩
き
な
が
ら
　
歌
う
も
の

そ
れ
こ
そ
正
に
ぼ
く
自
身

こ
こ
ろ
の
な
か
は
満
足
さ

雪
山
　
そ
し
て
草
野
原

偉
大
な
指
導
者
毛
主
席

　
「
不
是
我
不
明
白
」

過
去
我
不
知
道
什
麿
是
寛
闊
胸
懐

過
去
我
不
知
世
界
有
恨
多
奇
怪

過
去
我
幻
想
的
未
來
可
不
是
現
在

現
在
才
似
乎
清
楚
什
麿
是
未
來
　
峨
：

　
　
「
オ
レ
は
知
っ
て
い
る
」

昔
は
　
心
の
広
さ
な
ん
て
知
る
も
の
か

昔
は
　
世
界
の
妙
な
こ
と
知
る
も
の
か

昔
夢
み
た
未
来
は
　
今
の
こ
と
で
は
な
い

今
や
っ
と
　
未
来
の
姿
が
見
え
て
き
た

過
去
的
所
倣
所
爲
我
分
不
清
好
壊

過
去
的
光
陰
流
逝
我
記
不
清
年
代

我
曾
経
認
爲
簡
軍
的
事
情
現
在
全
不
明
白

我
忽
然
感
到
眼
前
的
世
界
蚊
非
我
所
在

崔
健
歌
集
（
抄
）

昔
の
自
分
が
　
良
い
か
ど
う
か
知
っ
た
こ
と
か

昔
の
こ
と
が
　
流
れ
過
ぎ
て
も
知
っ
た
こ
と
か

昔
　
簡
単
だ
っ
た
こ
と
が
　
今
で
は
ま
る
で
分
か
ら
な
い

目
の
前
の
世
界
は
　
オ
レ
の
世
界
な
ん
か
じ
ゃ
な
い

八
七



一
八
八

廿
多
年
來
我
好
像
只
學
會
了
忍
耐

難
怪
姑
娘
椚
総
是
説
我
不
實
實
在
在

我
強
打
起
精
神
　
從
睡
夢
中
醒
來

可
醒
來
才
知
道
這
個
世
界
攣
化
眞
快

峨
：

二
十
年
　
た
だ
耐
え
る
こ
と
だ
け
教
わ
っ
た

だ
か
ら
　
仲
間
じ
ゃ
ま
じ
め
で
通
っ
て
た

勇
気
を
出
し
て
　
夢
か
ら
醒
め
た
ぽ
か
り
に

こ
の
世
界
　
変
化
は
妙
な
こ
と
ば
か
り

放
眼
着
那
座
座
高
櫻
如
同
那
稻
萎

看
眼
前
是
人
的
海
洋
和
交
通
的
堵
塞

我
左
看
右
看
前
看
後
看
還
是
看
不
過
來

這
個
…
…
那
個
…
…
我
越
看
越
奇
怪

遠
く
を
見
れ
ば
　
稲
穂
の
よ
う
に
ビ
ル
は
連
な
る

目
の
前
を
見
れ
ば
　
人
と
車
－
で
埋
め
つ
く
さ
れ
る

右
と
左
も
　
前
も
後
ろ
も
　
見
て
い
ら
れ
な
い

あ
れ
こ
れ
　
あ
れ
こ
れ
　
ま
す
ま
す
妙
に
な
る

過
去
我
不
知
道
什
麿
是
寛
闊
胸
懐

過
去
我
不
知
世
界
有
恨
多
奇
怪

過
去
我
幻
想
的
未
來
可
不
是
現
在

現
在
才
似
乎
清
楚
什
麿
是
未
來
　
峨
：

昔
は
　
心
の
広
さ
な
ん
て
知
る
も
の
か

昔
は
　
世
界
の
妙
な
こ
と
知
る
も
の
か

昔
夢
み
た
未
來
は
　
今
の
こ
と
で
は
な
い

今
や
っ
と
　
未
来
の
姿
が
見
え
て
き
た

不
是
我
不
明
白
　
這
世
界
攣
化
快

不
是
我
不
明
白
　
這
世
界
攣
化
快

オ
レ
は
知
っ
て
い
る
　
変
化
は
速
い

オ
レ
は
知
っ
て
い
る
　
変
化
は
速
い



　
「
寂
寛
就
像
一
團
烈
火
」

侮
看
我
　
我
看
休
　
彼
此
相
封
沈
黒

我
的
心
　
在
呼
喚
　
夕
陽
已
纒
沈
落

夕
陽
中
祢
遠
去
　
施
着
長
長
的
身
影

暇
　
請
侮
慢
走
　
我
就
要
説

要
説
的
話
太
多
　
還
不
如
相
半
沈
黙

我
的
心
已
不
在
呼
号
　
官
随
太
陽
一
起
早
落

夕
陽
中
我
也
遠
去
　
施
着
轡
轡
曲
曲
墨
引
影

暇
　
請
別
拉
着
我
　
我
什
麿
什
多
々
不
興

也
許
這
就
是
生
活
　
失
去
一
切
才
是
歓
樂

相
聚
時
没
有
天
地
　
分
手
後
又
無
事
可
倣

不
敢
想
將
來
和
過
去
　
只
得
濁
自
把
野
駆

忘
悼
白
天
和
黒
夜
　
没
有
正
確
也
没
有
早
々

如
果
休
在
眼
前
坐
着
　
我
要
全
部
封
休
説

錐
然
説
不
説
都
一
檬
　
難
然
祢
也
没
有
聴
着

　
崔
健
歌
集
（
抄
）

　
　
「
炎
の
よ
う
な
寂
し
さ
」

お
れ
と
お
ま
え
は
見
つ
め
合
い
　
じ
っ
と
黙
っ
て
い
る
ば
か
り

お
れ
の
心
は
呼
ん
で
い
る
の
に
　
日
は
も
う
沈
む

夕
日
の
な
か
を
　
お
ま
え
が
遠
ざ
か
る
　
長
い
影
を
引
き
ず
っ
て

お
一
い
　
気
を
つ
け
て
行
け
　
こ
れ
だ
け
言
お
う

言
い
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
　
だ
ま
っ
て
い
る
方
が
　
ま
し

お
れ
の
こ
こ
ろ
も
　
呼
ん
で
は
い
な
い
　
夕
日
と
一
緒
に
消
え
る
の
さ

夕
日
の
な
か
を
　
お
れ
も
行
く
　
歪
ん
だ
影
を
引
き
ず
っ
て

お
一
い
　
じ
ゃ
ま
を
す
る
な
よ
　
話
な
ん
て
　
な
に
も
な
い

こ
れ
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
か

一
緒
に
い
ら
れ
る
場
所
も
な
く

未
来
も
過
去
も
知
っ
た
こ
と
か

昼
も
夜
も
　
忘
れ
て
し
ま
お
う

お
ま
え
が
そ
ば
に
い
る
の
な
ら

話
し
て
み
て
も
　
ム
ダ
だ
け
ど

す
べ
て
を
な
く
し
て
喜
び
を
知
り

別
れ
た
後
に
は
や
る
こ
と
が
な
い

た
だ
独
り
で
飲
む
だ
け
さ

い
い
も
悪
い
も
関
係
な
い

お
れ
の
す
べ
て
を
話
し
て
み
た
い

お
ま
え
は
何
も
聞
い
て
な
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
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寂
章
就
像
一
團
烈
火
　
像
這
天
地
一
様
寛
闊
　
　
炎
の
よ
う
な
寂
し
さ
よ
　
天
地
の
よ
う
に
広
が
っ
て

燃
僥
着
痛
苦
和
歓
樂
　
還
有
我
身
上
的
枷
鎖
　
　
苦
し
み
喜
び
足
か
せ
を
　
ど
れ
も
み
ん
な
燃
や
し
て
し
ま
え

要
説
的
話
太
多
　
還
不
三
相
封
沈
獣

我
的
心
已
不
在
呼
喚
　
殿
堂
太
陽
一
起
沈
落

夕
陽
中
我
也
遠
去
　
施
三
春
轡
曲
曲
的
二
業

隈
　
請
別
拉
着
我
　
我
什
麿
都
想
説

言
い
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
　
だ
ま
っ
て
い
る
方
が
　
ま
し

お
れ
の
こ
こ
ろ
も
　
呼
ん
で
は
い
な
い
　
夕
日
と
一
緒
に
消
え
る
の
さ

夕
日
の
な
か
を
　
お
れ
も
行
く
　
歪
ん
だ
影
を
　
引
き
ず
っ
て

お
一
い
　
じ
ゃ
ま
を
す
る
な
よ
　
話
し
た
い
こ
と
な
ん
て
な
い

　
「
這
見
的
空
間
」

打
不
開
天
　
也
穿
不
過
地

自
由
不
過
不
是
監
獄

称
離
不
開
我
　
我
四
聖
不
開
祢

誰
都
不
知
到
底
是
愛
還
是
頼

　
　
「
こ
　
　
こ
」

天
を
裂
き
　
大
地
を
貫
く
力
も
な
い

自
由
の
意
味
は
た
だ
ひ
と
つ
　
監
獄
よ
り
は
少
し
ま
し

お
ま
え
は
俺
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
　
俺
も
お
ま
え
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

そ
れ
が
愛
か
怠
惰
か
は
　
誰
に
も
分
か
り
は
し
な
い

銭
就
是
銭
　
利
就
是
利

休
我
不
過
不
是
奴
隷

祢
只
能
爲
了
我
　
我
也
只
能
爲
了
弥

不
過
不
是
一
封
↓
封
児
蝦
米

カ
ネ
が
ど
う
し
た
　
儲
け
が
な
ん
だ

お
ま
え
と
俺
の
人
生
は
　
奴
隷
よ
り
は
ま
し
な
だ
け

お
ま
え
と
俺
に
で
き
る
の
は
　
た
だ
お
互
い
に
尽
く
す
こ
と

お
ま
え
と
俺
の
人
生
は
　
エ
ビ
よ
り
ち
ょ
っ
ぴ
り
ま
し
な
だ
け



這
見
的
空
間
　
没
什
麿
新
鮮

就
像
我
劃
祢
的
愛
情
裡
没
什
贋
秘
密

我
看
着
祢
　
曾
経
看
不
到
底

誰
知
進
進
出
出
才
明
白
是
無
邊
的
空
虚

就
像
這
見
的
空
間
裡

こ
こ
に
は
　
か
わ
っ
た
こ
と
が
な
い

俺
の
愛
に
　
ど
ん
な
秘
密
も
な
い
よ
う
に

お
ま
え
を
見
て
も
　
な
ん
に
も
見
え
な
い

お
ま
え
を
抱
い
た
　
そ
の
後
は

こ
こ
と
同
じ
　
果
て
し
な
い
空
虚

想
的
都
没
説
　
説
的
也
都
没
倣

樂
的
就
是
揮
吉
他
灯
心
唱
夏
鳶

休
別
一
會
児
嬰
　
休
也
別
一
會
児
笑

我
是
什
腰
東
西
祢
早
就
知
道

天
是
個
鍋
　
周
園
是
沙
漠

休
是
口
枯
井
　
可
越
深
越
美

這
胸
中
的
火
　
這
身
上
的
汗

才
是
眞
的
太
陽
　
眞
的
泉
水

這
児
的
空
間
　
没
什
麿
新
鮮

就
像
我
封
休
的
愛
情
裡
没
什
歴
秘
密

　
崔
健
歌
集
（
抄
）

思
い
を
告
げ
る
こ
と
も
な
く
　
言
葉
は
言
葉
で
終
わ
る
だ
け

い
ま
の
俺
の
喜
び
は
　
お
ま
え
の
た
め
に
ギ
タ
ー
を
つ
ま
び
き
歌
う
こ
と

愛
す
る
人
よ
泣
か
な
い
で
　
俺
の
こ
と
を
笑
う
な
よ

お
ま
え
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
　
俺
が
ど
ん
な
男
か
を

天
は
ナ
ベ
　
ま
わ
り
は
砂
漠

お
ま
え
は
枯
れ
た
井
戸
　
で
も
体
の
奥
に
は
パ
ラ
ダ
イ
ス

そ
の
胸
の
火
球
の
汗

そ
れ
こ
そ
太
陽
　
そ
れ
こ
そ
泉

こ
こ
に
は
　
か
わ
っ
た
こ
と
が
な
い

俺
の
愛
に
　
ど
ん
な
秘
密
も
な
い
よ
う
に

一
九
↓



我
看
着
弥
　
曾
経
看
不
到
底

誰
知
進
進
出
出
才
明
白
是
無
邊
的
空
虚

就
像
這
児
的
空
間
裡

　
「
快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
貼
兇
野
」

我
光
着
膀
子
　
我
迎
着
風
雪

胞
在
那
逃
出
讐
院
的
道
路
上

別
欄
着
我
　
我
也
不
要
衣
裳

因
爲
我
的
病
就
是
没
有
感
覧

給
我
鮎
児
肉
　
給
我
貼
見
血

換
悼
我
的
志
如
鋼
和
毅
如
鐵

快
譲
我
嬰
　
快
譲
我
笑

快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
貼
見
野

因
爲
我
的
病
就
是
没
有
感
覧

お
ま
え
を
見
て
も
　
な
ん
に
も
見
え
な
い

お
ま
え
を
抱
い
た
　
そ
の
後
は

こ
こ
と
同
じ
　
果
て
し
な
い
空
虚

　
　
「
氷
の
世
界
」

裸
の
肩
で
　
風
を
切
り

病
院
か
ら
　
抜
け
出
し
て
走
る

邪
魔
は
す
る
な
よ
　
服
も
い
ら
な
い

な
に
も
感
じ
な
い
　
そ
れ
が
俺
の
病
気
だ
か
ら

肉
を
く
れ
　
熱
い
血
を
く
れ

鉄
よ
り
堅
い
気
持
ち
が
ほ
し
い

泣
い
て
み
た
い
よ
　
笑
っ
て
み
た
い

冷
た
く
凍
っ
た
こ
の
世
界
　
早
く
自
由
に
さ
せ
て
く
れ

な
に
も
感
じ
な
い
　
そ
れ
が
俺
の
病
気
だ
か
ら

一
九
二



快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
貼
児
野

我
没
穿
着
衣
裳
我
也
没
穿
着
靴

却
感
覧
不
到
西
北
風
的
強
和
烈

我
不
知
道
我
是
走
着
還
是
胞
着

因
爲
我
的
病
就
是
没
有
感
覧

給
我
鮎
児
刺
激
　
大
夫
老
爺

給
我
黙
見
愛
　
我
的
護
士
姐
姐

快
譲
我
嬰
要
麿
快
譲
我
笑

快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
貼
見
野

因
爲
我
的
病
就
是
没
有
感
毘

快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
黙
見
野

　
「
不
　
再
　
掩
　
飾
」

我
的
涙
水
已
不
再
是
劇
毒

休
的
自
由
是
々
於
天
和
地

　
　
崔
健
歌
集
（
抄
）

冷
た
く
凍
っ
た
こ
の
世
界
　
早
く
自
由
に
さ
せ
て
く
れ

服
も
着
て
な
い
　
靴
も
履
か
な
い

な
の
に
風
の
強
さ
は
感
じ
な
い

歩
い
て
る
の
か
走
っ
て
る
の
か
分
か
ら
な
い

何
も
感
じ
な
い
　
そ
れ
が
俺
の
病
気
だ
か
ら

刺
激
を
く
だ
さ
い
　
お
医
者
様

愛
を
お
く
れ
よ
　
看
護
婦
さ
ん

泣
い
て
み
た
い
よ
　
笑
っ
て
み
た
い

冷
た
く
凍
っ
た
こ
の
世
界
　
早
く
自
由
に
さ
せ
て
く
れ

何
も
感
じ
な
い
　
そ
れ
が
俺
の
病
気
だ
か
ら

冷
た
く
凍
っ
た
こ
の
世
界
　
早
く
自
由
に
さ
せ
て
く
れ

質
的
微
笑
已
不
再
是
演
戯

徐
智
勇
氣
手
手
於
侮
自
己

　
　
「
も
う
ご
ま
か
さ
な
い
」

も
う
　
二
度
と
泣
く
も
の
か

キ
ミ
の
自
由
は
天
と
地
の
も
の

も
う
　
無
理
に
は
笑
う
ま
い

キ
ミ
の
勇
気
は
キ
ミ
自
身
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
一
九
三



我
没
有
銭
　
也
没
有
地
方
　
我
只
有
過
去

我
説
得
多
　
也
想
塁
上
　
超
越
來
越
没
主
意

我
不
可
憐
　
営
営
悔
恨
　
因
爲
我
不
骨
休

我
明
白
施
棄
　
也
明
白
逃
避
　
可
営
営
無
法
分
離

ぼ
く
に
は
過
去
が
あ
る
だ
け
で

あ
れ
こ
れ
話
し
考
え
す
ぎ
て

隣
れ
ま
な
い
し
瞑
み
も
し
な
い

逃
げ
出
し
た
い
と
は
思
う
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
一
九
四

お
金
も
な
い
し
　
い
場
所
も
な
い

も
う
す
っ
か
り
お
手
上
げ
だ
け
ど

し
ょ
せ
ん
二
人
は
別
物
だ
か
ら

こ
こ
か
ら
離
れ
る
す
べ
が
な
い

我
的
眼
晴
減
上
長
里
三
竿
　
我
的
懐
念
將
永
遠
是
記
憶
　
　
も
う
逢
う
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
　
忘
れ
る
も
の
か
　
キ
ミ
の
こ
と

我
的
自
由
曳
裂
子
息
和
地
　
獣
的
雪
叩
三
竿
干
我
自
己
　
　
キ
ミ
の
自
由
は
天
と
地
の
も
の
　
キ
ミ
の
勇
気
は
キ
ミ
自
身
の
も
の

我
的
忍
受
隠
棲
再
是
三
焦
　
我
七
里
誠
已
不
再
是
熱
水

我
的
堅
強
已
不
再
怯
臆
儒
　
我
的
憤
怒
艮
町
再
是
繊
蘇

我
没
有
銭
　
也
黒
雲
地
方
　
我
只
有
過
去

我
説
得
多
　
也
想
塁
上
　
早
旦
來
越
没
主
意

我
不
可
憐
　
也
不
可
恨
　
因
爲
我
不
是
休

我
明
白
抱
棄
　
也
明
白
逃
避
　
可
就
是
無
法
分
離

苦
労
は
す
で
に
　
む
く
わ
れ
て

強
さ
は
す
で
に
　
本
物
だ
か
ら

ぼ
く
に
は
過
去
が
あ
る
だ
け
で

あ
れ
こ
れ
話
し
　
考
え
す
ぎ
て

憐
れ
ま
な
い
し
恨
み
も
し
な
い

逃
げ
出
し
た
い
と
は
思
う
け
ど

裏
切
り
の
た
め
泣
く
こ
と
も
な
い

怒
り
の
た
め
に
　
繊
悔
は
し
な
い

お
金
も
な
い
し
　
い
場
所
も
な
い

も
う
す
っ
か
り
お
手
上
げ
だ
け
ど

二
人
は
し
ょ
せ
ん
別
物
だ
か
ら

こ
こ
か
ら
離
れ
る
す
べ
が
な
い

我
的
涙
水
已
不
再
是
忍
泣
　
我
的
微
笑
已
不
再
是
演
戯
　
　
も
う
　
二
度
と
泣
く
も
の
か
　
　
も
う
　
無
理
に
は
笑
う
ま
い

祢
的
自
由
是
黒
黒
天
和
地
　
像
蛍
雪
氣
是
囑
於
祢
自
己
　
　
キ
ミ
の
自
由
は
天
と
地
の
も
の
　
キ
ミ
の
勇
気
は
キ
ミ
自
身
の
も
の



　
「
從
　
頭
　
再
　
來
」

我
脚
踏
着
大
地
　
我
頭
頂
着
太
陽

我
装
倣
這
世
界
唯
我
濁
在

我
緊
閉
着
壁
眼
　
我
緊
罪
着
播

我
装
倣
這
肩
上
已
没
有
了
拶
袋

「
我
不
願
離
開
　
我
不
願
存
在

　
我
不
願
活
得
過
分
實
實
在
在

　
我
想
要
離
開
　
我
想
要
存
在

　
我
想
要
死
去
之
後
從
頭
再
來
」

那
煙
盒
中
的
雲
彩
　
那
酒
杯
中
的
大
海

統
統
装
進
我
空
空
的
胸
懐

我
越
來
越
會
胡
説
　
我
越
來
百
選
沈
黙

我
越
來
越
會
装
倣
我
什
麿
都
不
明
白

「
我
難
以
離
開
　
我
難
以
存
在

　
我
難
以
活
得
過
分
實
實
在
在

　
我
想
要
離
開
　
我
想
要
存
在

　
我
想
要
死
去
之
後
從
頭
再
來

　
崔
健
歌
集
（
抄
）

　
　
「
や
り
な
お
そ
う
」

大
地
を
踏
み
し
め
　
太
陽
を
い
た
だ
き

こ
の
世
の
主
人
を
　
気
取
っ
て
み
せ
る

両
目
を
閉
じ
て
　
壁
に
も
た
れ
て

空
っ
ぽ
の
頭
を
　
気
取
っ
て
み
せ
る

「
離
れ
た
く
な
い
　
残
り
た
く
な
い

　
正
直
も
の
に
は
　
な
り
た
く
な
い

　
そ
れ
で
も
お
れ
は
　
そ
う
し
た
い

　
生
ま
れ
変
わ
っ
て
や
り
直
し
た
い
」

タ
バ
コ
の
煙
と
　
グ
ラ
ス
の
酒
を

空
っ
ぽ
の
胸
に
　
注
い
で
く
れ
よ

で
た
ら
め
ば
か
り
言
い
す
ぎ
て
　
話
す
こ
と
さ
え
嫌
に
な
り

な
ん
に
も
分
か
ら
ぬ
　
ふ
り
を
す
る
だ
け

「
離
れ
ら
れ
な
い
　
残
れ
な
い

　
正
直
す
ぎ
て
は
生
き
ら
れ
な
い

　
そ
れ
で
も
お
れ
は
　
そ
う
し
た
い

　
生
ま
れ
変
わ
っ
て
や
り
直
し
た
い
」

一
九
五



看
看
前
後
左
右
　
看
看
男
女
老
少

看
看
我
那
到
了
頭
的
金
光
大
近

感
費
不
到
心
跳
　
感
畳
不
到
害
躁

感
豊
不
到
自
己
想
還
是
不
想
知
道

「
我
難
以
離
開
　
我
難
以
存
在

　
我
難
以
活
得
過
分
實
實
在
在

　
我
想
要
離
開
　
我
想
要
存
在

　
我
想
要
死
去
之
後
從
頭
再
來
」

　
「
一
　
無
　
所
　
有
」

我
曾
経
問
個
不
休
　
休
何
時
限
我
走

可
祢
却
練
是
笑
我
　
一
言
所
有

我
要
給
祢
我
的
追
求
　
還
有
我
的
自
由

可
休
却
練
是
笑
我
　
一
無
所
有

峨
…
祢
何
時
眼
我
走

峨
…
弥
何
時
眼
我
走

脚
下
這
地
在
走
　
身
邊
那
水
三
流

一
九
六

周
り
を
見
て
も
　
人
と
会
っ
て
も

理
想
の
道
さ
え
　
極
め
た
け
れ
ど

と
き
め
く
心
は
今
は
な
く
　
恥
ず
か
し
い
と
も
思
え
な
い

そ
ん
な
心
が
欲
し
い
の
か
　
今
の
お
れ
に
は
分
か
ら
な
い

「
離
れ
ら
れ
な
い
　
残
れ
な
い

　
正
直
す
ぎ
て
は
生
き
ら
れ
な
い

　
そ
れ
で
も
お
れ
は
　
そ
う
し
た
い

　
生
ま
れ
変
わ
っ
て
や
り
直
し
た
い
」

　
　
「
今
は
　
何
も
な
い
」

い
つ
も
　
繰
り
返
し
聞
い
て
き
た
　
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
か
い
っ
て

な
の
に
お
ま
え
は
、
笑
っ
て
ば
か
り
　
…
…
今
は
、
何
も
な
、
い

俺
の
探
し
て
い
る
も
の
も
　
俺
の
自
由
も
　
く
れ
て
や
る

な
の
に
お
ま
え
は
　
笑
っ
て
ば
か
り
　
…
…
今
は
、
何
も
な
い

オ
ー
　
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
か
い

オ
ー
　
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
か
い

あ
し
も
と
の
大
地
は
動
い
て
る
　
ま
わ
り
の
水
は
流
れ
て
る



可
休
却
総
是
笑
我
　
一
三
所
有

爲
何
休
纏
笑
個
没
筋

爲
何
我
練
要
追
求

難
道
在
称
面
前
　
我
永
遠
是
一
回
所
有

峨
…
弥
何
時
眼
我
走

峨
…
祢
何
時
眼
我
走

な
の
に
お
ま
え
は
　
笑
っ
て
ば
か
り
　
…
…
今
は
、
何
も
な
い

ど
う
し
て
な
ん
だ
い
　
お
ま
え
は
い
つ
も
笑
っ
て
ば
か
り

ど
う
し
て
な
ん
だ
い
　
俺
は
何
か
を
探
し
て
ぽ
か
り

ま
さ
か
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
　
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
何
も
な
い
な
ん
て

オ
ー
　
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
か
い

オ
ー
　
俺
に
つ
い
て
来
て
く
れ
る
か
い

告
訴
祢
我
等
了
恨
久
　
告
訴
祢
我
最
後
的
要
求

我
要
採
起
休
的
壁
手
　
弥
這
父
母
我
走

這
時
侮
的
手
在
顛
料
　
這
時
休
的
涙
細
流

莫
非
侮
是
正
在
告
訴
我
　
祢
愛
慕
一
無
所
有

峨
…
称
這
就
眼
我
走

峨
…
祢
這
就
眼
我
走

脚
下
這
地
在
走
　
身
邊
那
水
在
流

峨
…
祢
這
就
眼
我
走

禽
は
お
ま
え
を
待
ち
く
た
び
れ
た
　
こ
れ
が
最
後
の
お
願
い
だ

お
ま
え
の
両
手
を
つ
か
ん
で
あ
げ
よ
う
　
さ
あ
、
俺
と
行
こ
う

お
ま
え
の
両
手
が
震
え
て
る
　
お
ま
え
の
涙
が
溢
れ
て
る

ま
さ
か
本
気
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
　
何
も
な
い
の
が
好
き
な
ん
て

さ
あ
、
俺
と
行
こ
う

さ
あ
、
俺
と
行
こ
う

あ
し
も
と
の
大
地
は
動
い
て
る
　
ま
わ
り
の
水
は
流
れ
て
る

さ
あ
、
俺
と
行
こ
う

崔
健
歌
集
（
抄
）

一
九
七



一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
三
、
崔
健
作
品
集
、
テ
キ
ス
ト
、
資
料

（
一

j
崔
健
作
品
集
目
録
（
抄
）

1
　
　
『
崔
健
　
浪
子
編
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
港
B
G
M
公
司

　
　
○
流
浪
的
歌
手
（
黄
小
茂
詞
　
崔
重
罪
）
　
○
生
活
（
黄
小
茂
詞
　
周
暁
明
年
）

　
　
○
休
不
要
走
．
　
（
黄
小
茂
詞
　
幽
門
曲
）
　
○
浪
子
編
（
黄
小
茂
詞
　
崔
健
曲
）

　
　
○
封
　
　
視
　
　
（
黄
小
茂
詞
　
壮
健
曲
）
　
○
爲
什
歴
（
黄
小
茂
詞
　
崔
健
曲
）

　
　
○
分
手
的
時
候
（
黄
小
茂
詞
　
劉
元
・
周
暁
明
曲
）

2
A
『
崔
健
野
点
　
新
長
征
上
的
揺
渡
（
崔
健
窪
鳥
A
D
O
』
中
国
旅
遊
聲
像
出
版
社

　
　
①
新
長
征
路
上
的
藤
屋
（
直
観
詞
曲
）

　
　
④
花
房
姑
娘
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
⑦
出
走
（
崔
健
詞
曲
）

　
B
『
崔
健
　
一
無
所
有
　
　
胸
懐
全
中
国
』

　
C
『
崔
健
　
新
長
二
上
的
揺
渡
』

3
A
『
三
面
解
決
』

　
　
⑩
解
決
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
⑬
投
機
分
子
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
⑯
寂
曲
屋
像
一
語
烈
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
掌
錯
的
雨
傘
（
黄
小
茂
詞
　
崔
健
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
新
　
潮
（
黄
小
茂
詞
　
周
立
明
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
在
遠
方
（
歯
髄
詞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

忌
　
　
　
　
　
　
②
不
再
掩
飾
（
崔
健
詞
曲
）
　
　
　
③
譲
我
両
個
好
豊
（
盛
運
詞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
⑤
假
行
僧
（
崔
健
詞
曲
）
　
　
　
　
⑥
從
頭
再
来
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
⑧
一
無
所
有
（
崔
健
詞
曲
）
　
　
　
⑨
不
是
我
不
明
白
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
台
湾
可
登
有
聲
出
版
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
旅
遊
聲
像
出
版
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
北
光
声
像
芸
術
公
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
這
児
的
空
間
（
崔
健
詞
曲
）
　
⑫
一
塊
紅
布
（
崔
健
詞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
面
一
廃
刀
子
（
崔
健
詞
曲
）
　
⑮
最
後
一
槍
（
三
面
詞
　
崔
健
・
王
貴
曲
）

（
崔
健
・
黄
小
茂
詞
　
崔
健
曲
）
　
⑰
快
譲
我
在
這
雪
地
上
撒
可
児
野
（
崔
健
・
王
勇
詞
　
激
暑
曲
）



　
　
○
從
頭
再
来
（
2
A
所
収
）

　
B
『
崔
健
　
解
　
決
』

4
　
『
崔
健
　
作
品
選
』

　
　
○
浪
子
鶴
　
o
掌
錯
的
雨
傘
（
1
所
収
）

　
　
○
最
後
一
槍
　
音
樂
編
　
〇
一
塊
紅
布

○
南
泥
湾

　
　
　
　
　
台
湾
可
登
有
声
出
版
社

　
　
　
　
　
雌
紐
特
区
音
像
出
版
社

　
○
出
走
　
○
花
房
姑
娘
　
○
假
行
僧

○
南
泥
湾
（
同
3
A
）

〇
一
丁
所
有

　
　
　
「
九
九
一
年
三
月

　
　
　
一
九
九
二
年

○
不
再
掩
飾
（
同
2
A
）

　
（
二
）
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　
右
に
挙
げ
た
作
品
集
の
中
で
、
崔
健
自
身
の
作
詞
し
た
曲
は
十
七
曲
で
あ
る
（
2
A
所
収
の
9
曲
①
～
⑨
、
3
A
所
収
の
8
曲
⑩
～

⑰
）
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
十
一
曲
を
選
ん
で
、
原
文
と
日
本
語
訳
を
掲
載
し
た
。

　
な
お
、
大
陸
で
発
行
さ
れ
た
2
A
お
よ
び
3
A
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
版
の
2
B
お
よ
び
3
B
が
あ
り
、
一
部
に
歌
詞
の
異
動
も
認
め

ら
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
削
除
や
作
意
的
な
書
換
え
の
可
能
性
が
少
な
い
台
湾
版
の
歌
詞
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
。

　
但
し
、
「
最
後
一
槍
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
『
最
後
一
槍
、
一
無
所
有
　
　
大
陸
流
行
頗
道
』
（
発
売
元
、
発
行
年
共
不
明
。
崔
健
の

歌
は
＝
無
所
有
』
と
「
最
後
一
槍
」
を
収
録
）
を
使
用
し
た
。
3
A
、
3
B
、
4
に
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
は
、
い
ず
れ
も
最
後
の
一
小

節
の
み
を
歌
う
「
音
楽
編
」
で
あ
り
、
3
B
の
歌
詞
カ
ー
ド
に
も
そ
の
部
分
し
か
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
崔
健
の
資
料
に
つ
い
て

崔
健
に
関
す
る
資
料
は
少
な
い
。
冒
頭
の
崔
健
紹
介
は
、
以
下
の
資
料
、
特
に
②
③
⑧
⑨
を
参
照
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
資
料
①
に
は
、
白
井
啓
介
氏
に
よ
る
コ
無
所
有
」
「
不
当
鐙
骨
明
白
」
の
訳
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
文
中
の
当
該
曲
の
訳
は

崔
健
歌
集
（
抄
）

一
九
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

基
本
的
に
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
資
料
②
に
は
「
不
再
掩
飾
」
コ
塊
紅
布
」
「
像
一
身
三
子
」
の
抄
訳
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
参
考
に
し
て
い
る
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。

．
【喆
ｶ
】

　
①
『
火
種
』
（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
バ
ー
聖
旨
／
ジ
ョ
ン
・
ミ
ン
フ
ォ
…
ド
編
刈
間
文
俊
他
編
図
画
風
社
八
九
年
十
月
二
五
日
）

②
従
頭
再
来
　
　
最
初
か
ら
や
り
直
そ
う
ぜ
（
『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
　
集
英
社
　
九
学
年
六
月
二
六
日
号
）

　
③
体
制
批
判
の
T
シ
ャ
ツ
　
当
局
が
販
売
禁
止
（
『
朝
日
新
聞
』
　
九
一
年
六
月
＝
二
日
）

　
④
怪
し
い
中
国
　
あ
ぶ
な
い
中
国
（
『
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
』
　
文
芸
春
秋
社
　
九
二
年
七
月
号
）

　
⑤
字
幕
で
み
る
中
国
映
画
　
　
北
京
、
休
早
（
2
）
（
白
井
啓
介
　
　
『
中
国
語
』
　
内
山
書
店
　
九
二
年
七
月
号
）

　
⑥
『
革
命
寸
前
　
天
安
門
事
件
・
北
京
大
生
の
手
記
』
（
沈
墨
染
石
戸
谷
茂
訳
草
諸
社
九
二
年
三
月
三
一
日
）

【
中
　
文
】

⑦
『
天
安
門
一
九
八
九
』
（
台
湾
聯
合
報
編
輯
部
編
輯
台
湾
出
版
事
業
公
司
八
九
年
三
月
目

　
⑧
『
崔
健
浪
子
蹄
』
解
説
（
香
港
・
B
G
M
公
司
八
九
年
）

　
⑨
『
崔
健
一
無
所
有
』
解
説
（
台
湾
・
可
登
有
聲
出
版
社
八
九
年
）

　
⑩
再
回
首
i
一
九
九
〇
（
金
兆
釣
著
　
　
『
流
行
歌
曲
』
　
九
一
年
一
期
）

　
⑪
『
崔
健
解
決
』
解
説
（
台
湾
可
登
有
聲
出
版
社
九
一
年
三
月
）

　
⑫
反
叛
文
化
　
大
陸
的
揺
渡
一
族
　
　
訪
《
血
染
的
風
采
》
作
詞
人
陳
哲
（
香
港
『
九
十
年
代
』
　
九
一
年
九
期
）


